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この白書に掲載された資料は、地域の協力機関が ISDRのために行った ISDR特殊研究、国連
の諸機関、専門家、個人から集められたデータ、および公式に入手した情報から引用した。また、
すべての国家を対象に、組織的政策開発に対する自己評価、リスク評価および災害リスク軽減計
画についてのアンケートを行った。防災に関する機関間評議員会（IATF）の委員による貢献も
大変貴重であった。2002年 5月に、持続可能な開発のための世界サミット準備のために、NGO
ネットワークであるMulti Stakeholder Forum for Our Common Futureと ISDR事務局が開催したオ
ンライン討論会もすぐれた企画であった（www.earthsummit2002.orgを参照のこと）。 
報告準備のための指針を決定する目的で、各国の専門家から成る諮問委員会（以下参照）が 2
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• アンデス諸国：Andean Development Corporation (CAF ) Disaster Prevention Programme 

(PREANDINO)(南アメリカからの補足データを含む) 
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• アジア：Asian Disaster Preparedness Center (ADPC) (ADRC、日本、イラン、カザフスタンか
らの補足データを含む) 
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個人による貢献 

ISDR事務局は、今回のプロジェクトに貢献しご意見くださっただけでなく、この白書の第一
版の検討にご協力いただいたすべての個人、国家代表および機関の代表の方々に感謝の意を表す
る。あまりにも多数のため、お名前を全て挙げることはできない。そのため ISDRは、特に次の
方々に謝辞を述べたい。まず、国連人道問題担当事務次長の大島賢三氏。常に大変貴重な励まし
とご支援をいただいた。また、ISDR事務局元暫定事務局長であったデニス・マーティン・ベン
教授は、2001年に世界防災白書の作成に着手された方である。 
 
（以下ここでは省略） 


